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1. はじめに 

対人・情緒的関係の障害等で特徴づけられる自閉スペクトラム症 (Autism Spectrum Disorder: ASD) 者は，話し手の意図を掴めないな

どコミュニケーションに困難を抱えることがある (幕内編, 2023)．適切な支援のためにはASDの言語運用の実態を把握する必要がある．

本研究では，情動情報や話者同士の関係規定を担う文末に着目し，終助詞の使用率とASD傾向の相関を分析する．ASD児／者の終助詞使用

の特徴は，定型発達 (Typical Development: TD) 児／者と異なる．1例～数例の事例研究によれば，ASD児は「ね」を産出しない (佐竹・

小林, 1987; 綿巻, 1997)．また，実験研究によると，成人ASD者は成人TD者より終助詞の産出頻度 (特に「ね」) が低く，不適切な「よ」

の使用が多い (Naoe et al., 2024)．本研究では，大量の自然発話の分析からASD傾向と語用論の関係についてより一般的な示唆を得るこ

とを目指す．日本語を母語とするASD者の公開コーパスはまだ存在しないため，『日本語日常会話コーパス (CEJC)』(小磯ほか, 2023) と，

その話者の心理指標得点から，TD者のASD傾向と終助詞使用の相関を分析する．特に高頻度の「よ」「ね」については同データに基づき既

に分析されている (直江ほか, 2022) が，本稿ではそれ以外の終助詞も含め探索的な分析を試みる．例えば，「な」は丁寧語にはあまり用

いられず，不適切に使うと相手の気分を害する可能性がある．ASD者は丁寧さの調節に失敗することがあり (大井, 2006)，丁寧さに関わ

る終助詞も含め包括的に調査する必要がある．「な」には「ね」の変異形 (神尾, 1990) としての側面があり，ASD傾向が高いほど「な」の

使用率は低くなると予測する．また，共感能力の高い話者ほど，やわらかく念を押したり，伝えたいことを相手に共感させたりする「の」

「ね」等の使用率が高くなると予測する． 

2. 方法 

CEJCの話者のうち60名に対し，成人TD者のASD傾向や社会認知能力を測定する質問紙尺度 (自閉症スペクトラム指数 (AQ)，システム化

指数 (SQ)，共感指数 (EQ)，対人反応性指標 (IRI)，トロント・アレキシサイミア尺度 (TAS-20)) の得点を新たに取得した (国立障害者

リハビリテーションセンター研究所 脳機能系障害研究部 高次脳機能障害研究室が担当)．AQ (Wakabayashi et al., 2004) はTD者とASD

者の ASD傾向を連続的に測定することができる尺度である．5つの下位項目 (社会的スキル (SS)，注意の切り替え (AS)，細部への関心 

(LD)，コミュニケーション (COM)，想像力 (IMA)) から成り，得点が高いほどASD傾向が高い．SQはルールを分析するなど物事をシステ

ム化して捉える傾向，EQは情緒的・認知的・その両面から見た共感の傾向を測定する尺度である (Wakabayashi et al., 2006)．SQはTD

者に比べASD者の得点が高く，EQはASD者の方が得点が低い傾向にある (Wakabayashi et al., 2007)．IRIは共感の特性を複合的に測定

する尺度で，共感的関心 (EC)，視点取得 (PT)，個人的苦痛 (PD)，想像性 (FS) の4つの下位項目から成り，得点が高いほどその特性が

強い (日道ほか, 2018)．PDはTD者に比べASD者の得点が高く，EC・PT・FSはASD者の得点の方が低い傾向にある (松﨑ほか, 2016)．PT

の得点からECの得点を引いた差分は，情動的共感と認知的共感の相対的な強さの差 (REA) の指標となる (Cox et al., 2012)．REAの値

が正であれば情動的共感に比べ認知的共感が強く，負であれば認知的共感に比べ情動的共感が強い．TAS-20 は失感情症傾向 (自分の感情

に気づいたり，言語化したりするのが不得意で，自己の内面より外的事実に関心が向かうという性格特性) を測定する尺度で， 3つの下

位項目 (感情の同定困難，感情の伝達困難，外的志向) から成り，得点が高いほどその傾向が高い (小牧ほか, 2003)．AQとTASの合計得

点には正の相関がある (Ryan et al., 2021)．これらの心理指標得点データのある60名の発話から，述部が動詞／形容詞／名詞／形状詞

である「文」相当の発話 (名詞／形状詞は「です」「ます」「だ」が後続する場合のみ) を抽出した．そこから終助詞で終わる発話を抽出 (疑

問上昇調とそれ以外を区別) し，各終助詞の使用率を算出した．終助詞の集計法には，A) 各終助詞・複合終助詞を全て独立に扱う方法，

B) 末尾の終助詞に基づいて集計する方法の2種類を採用した．集計法Aでは，「よね」は「よ」とも「ね」とも分けて集計する．集計法B

では，「よね」を「ね」を末尾にもつグループに含め，「よ」には含めない．以降，「ね」を末尾にもつグループを「ね」系，「よ」を末尾に

もつグループを「よ」系などと呼ぶ．各集計法で粗頻度が100以上，かつ30名以上の話者に用いられていた終助詞 (表1，表2) を対象

に，有意水準を0.05としてFalse Discovery Rateによる多重比較補正を行い，心理指標得点と各終助詞の使用率の相関 (スピアマンの順

位相関係数) を分析した．EQ，SQスコアには性差がある (Wakabayashi et al., 2007)．また，大阪や京都で用いられる「な」は共通語の

「ね」に相当する場合があるなど，終助詞使用には地域差がある．そのため，性別・出身地を区別した分析も行った．本稿では標準語の分
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析を目的とし，関東出身者を分析対象とした．また，より厳密な標準語の分析のため，東京都出身者に絞り込んだ分析も行った． 

表1 集計法Aにおける終助詞とその粗頻度 (全話者合計)，産出者数の一覧 (粗頻度降順) 

順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

1 ね 6426／57  7 な 1266／53  13 っけ 446／50  19 かね 217／37 

2 よ 5063／57  8 ね？ 1134／39  14 か？ 417／42  20 や 137／36 

3 か 2558／57  9 じゃん 1030／54  15 よ？ 380／38  21 よな 134／32 

4 よね 2343／53  10 かな 918／54  16 もん 313／45  22 かな？ 122／34 

5 の 1930／55  11 さ 898／46  17 もんね 235／38  23 っけ？ 117／35 

6 の？ 1451／56  12 よね？ 502／39  18 わ 222／43     

表2 集計法Bにおける終助詞 (系) とその粗頻度 (全話者合計)，産出話者数の一覧 (粗頻度降順) 

順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

 順

位 

終助詞 粗頻度／ 

産出者数 

1 ね系 9322／57  6 ね？系 1702／42  11 か？系 418／42  16 や系 139／36 

2 よ系 5159／57  7 の？ 1451／56  12 よ？系 384／38  17 っけ？ 117／35 

3 か系 2572／57  8 じゃん系 1031／54  13 もん 313／45     

4 な系 2410／57  9 さ系 905／46  14 な？系 265／37     

5 の系 1931／55  10 っけ 446／50  15 わ 222／43     

3. 結果 

集計法Aでは，全員 (n = 58) で，AQ_IMAと「な」の使用率に正の相関が見られた (r = 0.497, p = 0.002) (図1)．関東出身 (n = 37) 

で，EQと「よね？」の使用率，AQ_IMAと「な」の使用率，EQと「ね？」の使用率，AQ_ASと「な」の使用率，AQ_COMと「な」の使用率に

正の相関が見られた (r = 0.586, p = 0.006; r = 0.508, p = 0.029; r = 0.490, p = 0.042; r = 0.489, p = 0.042; r = 0.480, p = 

0.048) (図2-6)．関東出身・男性 (n = 19) で，IRI_ECと「よな」の使用率，AQと「かな」の使用率，AQ_ASと「かな」の使用率に正の

相関が見られた (r = 0.705, p = 0.040; r = 0.702, p = 0.041; r = 0.694, p = 0.044) (図7-9)．東京都出身 (n = 26) で，EQと「よ

ね？」の使用率，TASと「もん」の使用率に正の相関が見られた (r = 0.623, p = 0.032; r = 0.610, p = 0.040) (図10, 11)．集計法B

では，男性 (n = 29) で，REAと「の」系の使用率に負の相関が見られた (r = -0.555, p = 0.048) (図12)．関東出身 (n = 37) で，EQ

と「ね？」系の使用率，AQ_COMと「な」系の使用率に正の相関が見られた (r = 0.555, p = 0.010; r = 0.492, p = 0.038) (図13, 14)．

東京都出身 (n = 26) で，TASと「もん」の使用率に正の相関 (集計法A，Bで同じ結果となるため省略)，AQ_COMと「な」系の使用率に正

の相関が見られた (r = 0.606, p = 0.037) (図15)．東京都出身・女性 (n = 18) で，AQ_IMAと「ね？」系の使用率に負の相関が見られ

た (r = -0.849, p = 0.050) (図16)． 

    
 

    

r = 0.497 

図1 AQ_IMAと「な」(全員) 図2 EQと「よね？」(関東) 図3 AQ_IMAと「な」(関東) 図4 EQと「ね？」(関東) 

図5 AQ_ASと「な」(関東) 図6 AQ_COMと「な」(関東) 図7 IRI_ECと「よな」(関東男性) 図8 AQと「かな」(関東男性) 
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4. 考察 

「な」・「な」系の使用率とAQの合計得点・下位項目得点には正の相関がみられた．このうち，AQ_IMAの得点が高いほど「な」の使用率

が高いという傾向は，標準語圏に限らず確認できることが明らかとなった．「な」は「ね」の変異形として用いられることがある (神尾, 

1990)．また，ASD児は「ね」を使わず (佐竹・小林, 1987; 綿巻, 1997)，成人ASD者およびASD傾向の高い話者ほど，定型発達者やASD

傾向の低い話者に比べ「ね」の使用が少ない (Naoe et al., 2024; 直江ほか, 2022)．これらの先行研究からは，自閉傾向が高いほど「な」

の使用率は低くなることが予測されるが，本研究では予測とは逆の結果となった．つまり，「な」は対人関係において「ね」とは異なる性

質をもつ終助詞であることが示唆される．例えば，「な」が付加された発話では発話内容が相手に受け入れられるかどうかは問題にならな

い (秋山, 1998)．また，「な」「かな」「よな」などは独り言にも多く用いられる終助詞である (Hasegawa, 2005)．ASD児は発達の初期段階

から，外界からの刺激に反応せず極端な孤立を示し (Kanner, 1943)，聞き手の注意を得ないことがある (大井, 2006)．こうした他者との

コミュニケーションを指向しない傾向が，「な」の多用という形で表れていると考えられる．また，TASの合計得点が高い話者ほど「もん」

の使用率が高かった．「もん」には「相手に対して，自分がなぜそうしたか，どうしてそう思うかなどを説明する文につける」(松村編, 1971) 

用法がある．アレキシサイミアの典型的な特徴の1つに，論理的思考が挙げられる (Pathak, 2013)．TASの合計得点が高い話者の「もん」

の使用率の高さは，理由を述べる発話の多さを反映していると示唆される．また，REAの得点が低い，つまり認知的共感に比べ情動的共感

が強い話者の方が「の」を多用する傾向にあった．「の」には断定の気持ちを軽く表現する用法 (国立国語研究所編, 1952) や，語調をや

わらげる働き (松村編, 1971) がある．情動的共感能力の高い話者は自身の発話が相手に与える影響をやわらげるために，「の」を多用し

ていると考えられる．最後に，「ね？」・「ね？」系の使用率とEQには正の相関，AQ_IMAには負の相関がみられた．これは，ASD児・者は定

型発達者に比べ「ね」を使用しない傾向にある (佐竹・小林, 1987; 綿巻, 1997; Naoe et al., 2024; 直江ほか, 2022) ことを支持する

結果である．疑問上昇調の「ね？」は，確認要求の機能を持つ (轟木, 2008; 大島, 2013; 郡, 2016)．米国精神医学会 (2014) は，ASDの

診断基準の1つに「社会的コミュニケーションおよび相互関係における持続的障害」を挙げている．確認要求は対人的相互作用行為の1つ

であり，AQ_IMAの得点が高くなるにつれ「ね？」の使用が少なくなることは，自閉傾向が高い話者における対人的相互作用行為の少なさを

反映していると考えられる． 

本研究では，大規模サンプルの自然発話の分析に基づき，ASD 傾向と語用論の関係について示唆を得ることを目的に，ASD傾向およびそ

れに関連する社会認知能力と終助詞使用率の相関分析を行った．今回の分析で示されたASD傾向による終助詞使用の特徴の違いは，ASDの

スクリーニング・診断の際の指標として活用できる可能性がある． 
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